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一
頭
の
墓
凹
「
ニ
ー
－
－
－
一

巻
頭
言

「
令
和
」
は
新
時
代
の
理
想
に
相
応
し
い

京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授

四
月
一
日
、
新
元
号
と
し
て
「
令
和
（
れ

い
わ
）
」
が
決
ま
っ
た
。
大
化
か
ら
数
え
て

二
四
八
番
目
と
な
る
元
号
は
、
日
本
最
古

の
歌
集
『
万
葉
集
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
が
、

「
令
和
」
は
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
。

元
号
に
初
の
「
令
」

「
令
和
」
と
い
う
二
文
字
は
、
共
に
漢
音

で
　
「
れ
い
わ
」
と
読
む
　
（
令
は
呉
音
な
ら

「
り
よ
う
」
）
。
そ
の
和
訓
と
し
て
は
人
名

で
　
「
よ
し
か
ず
」
　
と
も
「
の
り
や
す
」
と

も
称
す
る
例
が
あ
る
。

所

　

功

「
訓
令
」
の
よ
う
に
「
の
り
」

（
規
範
）
　
の
意
味
も
あ
る
。

一
方
、
「
和
」
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
通
り
、
「
和
合
」
や

「
平
和
」
　
の
よ
う
に
　
「
や
わ

今
回
は
年

号
史
上
で

初
め
て
国

書
（
日
本

の
古
典
）

か
ら
採
用

さ
れ
た
。

こ
の
「
令
」

と

い

う

字

は
、
「
令
息
」

と
か
「
令
嬢
」

の

よ

う

に

「
よ
い
」
　
や

「美しい」

と
い
う
意
味

が
あ
る
。
ま

た
　
「
法
令
」

ら
ぐ
」
　
「
な
ご
む
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

古
来
「
大
和
」
（
大
い
に
和
す
る
）
と
称
す

る
日
本
の
特
性
を
最
も
よ
く
表
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
日
本
の
　
「
大
化
」
　
か
ら
「
平
成
」

に
至
る
二
四
七
の
公
年
号
で
は
、
「
和
」
が

十
九
回
使
わ
れ
て
お
り
（
「
和
銅
」
～
「
昭

和
」
）
、
「
令
和
」
　
で
二
十
回
に
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
「
令
」
　
の
字
は
、
幕
末

の
　
「
文
久
」
　
「
元
治
」
改
元
の
際
「
令
徳
」

と
い
う
案
で
候
補
に
上
っ
た
が
、
幕
府
の

反
対
に
よ
り
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
回

が
初
め
て
と
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ

は
珍
し
く
な
い
。
例
え
ば
「
昭
和
」
「
平
成
」

の
　
「
和
」
や
「
平
」
は
多
く
使
わ
れ
て
き

た
が
、
「
昭
」
　
「
成
」
　
は
こ
の
時
が
初
め
て

で
あ
る
。
古
来
の
用
例
を
尊
重
し
な
が
ら
、

新
例
も
取
り
入
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

国
書
の
出
典
は
初
め
て

そ
の
出
典
と
し
て
、
従
来
は
専
ら
漢
籍

（
中
国
の
古
典
）
　
を
使
用
し
て
き
た
が
、

し
か
も
、
歴
史
書
の
『
古
事
記
』
『
日
本
書

紀
』
で
な
く
、
和
歌
（
や
ま
と
う
た
）
を

集
成
し
た
『
万
葉
集
』
が
典
拠
さ
れ
た
こ

と
は
、
画
期
的
で
あ
る
。

こ
の
『
万
葉
集
』
巻
五
に
、
九
州
の
大

事
（
だ
ざ
い
）
府
で
、
天
平
二
（
七
三
〇
）

年
正
月
十
三
日
に
開
か
れ
た
梅
花
を
賞

（
め
）
　
で
る
宴
会
に
お
い
て
、
三
十
二
人

の
官
人
た
ち
が
詠
ん
だ
和
歌
と
、
冒
頭
に

序
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
序
文
は
、
大
草
帥
　
（
だ
ざ
い
の
そ

ち
）
　
（
長
官
）
大
伴
旅
人
（
た
び
と
）
か
筑

前
守
（
か
み
）
　
（
知
事
）
山
上
憶
良
（
お
く

ら
）
　
の
作
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
　
「
初
春

（
正
月
）
の
令
月
（
よ
き
月
）
、
気
淑
（
よ
）

く
風
和
（
や
わ
ら
）
ぎ
（
穏
や
か
で
）
、
梅

は
鏡
前
の
粉
を
披
（
ひ
ら
）
　
き
　
（
お
し
ろ

い
の
よ
う
に
白
く
咲
き
）
、
蘭
は
珊
後
（
は

い
ご
）
　
の
香
（
こ
う
）
　
を
薫
（
か
お
）
　
ら

す
（
匂
い
袋
の
よ
う
に
香
っ
て
い
る
）
」
な

ど
と
、
宴
会
の
状
況
が
的
確
に
描
か
れ
て

い
る
　
（
括
弧
内
の
注
釈
は
中
西
進
氏
『
万

葉
集
』
全
注
釈
な
ど
参
照
）
。

こ
の
文
中
に
あ
る
　
「
令
」
と
　
「
和
」
　
を

組
み
合
わ
せ
て
　
「
令
和
」
と
い
う
新
元
号

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
背

景
と
し
て
、
唐
風
文
化
の
開
花
期
で
あ
る

天
平
時
代
に
、
大
事
府
と
い
う
中
国
大
陸

や
朝
鮮
半
島
と
の
外
交
を
統
括
す
る
公
館

に
お
け
る
梅
花
宴
で
、
教
養
の
高
い
官
人

た
ち
が
、
漢
詩
で
は
な
く
和
歌
を
詠
ん
で

い
る
こ
と
に
思
い
を
致
す
と
、
な
お
さ
ら

味
わ
い
深
い
。

理
念
は
「
美
し
い
日
本
」

梅
と
い
う
の
は
、
中
国
伝
来
な
が
ら
、

日
本
各
地
で
旧
暦
一
月
の
春
先
こ
ろ
花
が

咲
き
、
香
り
が
芳
（
か
ぐ
わ
）
　
し
い
。

昔
か
ら
　
「
梅
は
寒
苦
を
経
て
清
香
を
発

す
」
と
い
わ
れ
る
が
、
天
災
な
ど
の
苦
難

を
み
ん
な
の
助
け
合
い
で
乗
り
越
え
て
き

た
平
成
の
日
本
人
が
、
さ
ら
に
今
後
も
心

を
寄
せ
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
美
し
い
平

和
な
日
本
を
花
咲
か
せ
よ
う
、
と
い
う
理

念
を
表
明
し
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

安
倍
晋
三
首
相
は
、
元
号
の
発
表
後
の

談
話
で
令
和
の
意
味
を
　
「
人
々
が
美
し
く

心
を
寄
せ
合
う
」
と
説
明
さ
れ
た
が
、
確

か
に
国
民
の
理
想
と
し
て
相
応
し
い
。

今
や
国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速

す
る
わ
が
国
で
必
要
な
こ
と
は
、
日
本
人

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再
認

識
し
た
上
で
、
可
能
な
限
り
国
内
外
の
山

積
す
る
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
だ
と

思
わ
れ
る
。

そ
ん
な
新
時
代
へ
の
展
望
と
期
待
を
こ

め
て
、
「
令
和
」
元
号
の
誕
生
を
み
ん
な
で

言
祝
（
こ
と
ほ
）
ぎ
た
い
。
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平
成
三
十
一
年
現
代
国
民
講
座

明
治
初
期
の
岐
阜
県
の
教
育

坂
口
浩
之

学
制
の
目
指
し
た
も
の

昨
年
は
明
治
元
年
か
ら
満
百
五
十
年
の

年
に
当
た
り
、
「
明
治
の
歩
み
を
つ
な
ぐ
、

っ
た
え
る
」
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。
全
国

各
地
の
小
学
校
で
明
治
初
期
の
創
立
に
か

か
る
も
の
は
少
な
く
な
い
。
明
治
初
年
の

わ
が
国
の
目
覚
ま
し
い
近
代
化
改
革
の
中

で
最
初
に
着
手
さ
れ
た
の
が
教
育
改
革
で

あ
っ
た
こ
と
、
明
治
五
年
　
（
一
八
七
二
）

八
月
に
発
布
さ
れ
た
学
制
に
基
づ
い
て
、

岐
阜
県
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
学
校
設
立

の
動
き
が
起
こ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
本

紙
第
一
八
四
号
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る。

わ
が
国
最
初
の
近
代
的
学
校
制
度
を
定

め
た
学
制

が
ど
の
よ

う
な
教
育

を
目
指
し

て
い
た
か

は
、
学
制

と
と
も
に

発
布
さ
れ

た
　
「
被
仰

出
書
（
お

お
せ
い
だ

さ

れ

し

よ
）
」
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
教
育

理
念
と
全
国
に
学
校
を
設
立
す
る
旨
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
人
々
自
ら
其
身
を
立
て
其
産
を
治
め
其

業
を
昌
に
し
て
、
以
て
共
生
を
遂
ぐ
る
ゆ

え
ん
の
も
の
は
他
な
し
、
身
を
修
め
智
を

開
き
才
芸
を
長
ず
る
に
よ
る
な
り
。
而
て

其
身
を
修
め
智
を
開
き
才
芸
を
長
ず
る
は

学
に
あ
ら
さ
れ
は
能
は
す
。
是
れ
学
校
の

設
あ
る
ゆ
え
ん
に
し
て
、
日
用
常
行
言
語

書
案
を
初
め
士
官
農
商
百
工
技
芸
及
ひ
法

律
政
治
天
文
医
療
等
に
至
る
迄
、
凡
人
の

営
む
と
こ
ろ
の
事
学
あ
ら
さ
る
は
な

し
。
‥
・
自
今
以
後
、
一
般
の
人
民
（
華

士
族
卒
農
工
商
及
婦
女
子
）
　
必
す
邑
に
不

学
の
戸
な
く
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め

ん
事
を
期
す
」

要
約
す
る
と
、
学
校
の
目
標
は
個
人
の

立
身
治
産
昌
業
で
あ
る
こ
と
、
国
民
皆
学
、

婦
女
子
を
含
め
た
教
育
の
機
会
均
等
な
ど

を
う
た
っ
て
い
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
、

文
部
省
は
全
国
民
を
対
象
と
す
る
小
学
校

教
育
を
完
備
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
、
中

学
・
大
学
と
い
う
上
級
学
校
に
つ
い
て
は

道
々
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
学
区

を
定
め
、
学
区
取
締
が
置
か
れ
、
翌
六
年

（
一
八
七
三
）
に
入
っ
て
小
学
校
設
立
が

本
格
化
し
た
。

学
制
は
学
問
を
武
士
以
上
の
身
分
の
も

の
と
す
る
旧
来
の
教
育
観
を
明
確
に
排
除

し
、
フ
ラ
ン
ス
や
米
国
な
ど
欧
米
の
教
育

制
度
を
模
範
と
し
て
い
た
。
学
制
に
代
わ

っ
て
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
　
に
公
布

さ
れ
た
教
育
令
も
、
米
国
の
自
由
主
義

的
・
地
方
分
権
的
な
教
育
制
度
を
模
範
と

し
て
い
た
。

教
育
の
目
的
を
個
人
で
は
な
く
国
家
の

興
隆
・
繁
栄
と
し
た
の
は
、
明
治
二
十
三

年
（
一
八
九
〇
）
　
に
公
布
さ
れ
た
改
正
小

学
校
令
に
お
い
て
で
あ
る
。
第
一
条
に
「
小

学
校
ハ
児
童
身
体
ノ
発
達
二
留
意
シ
テ
道

徳
教
育
及
国
民
教
育
ノ
基
礎
並
其
生
活
二

必
須
ナ
ル
普
通
ノ
知
識
技
能
ヲ
授
ク
ル
ヲ

以
テ
本
旨
ト
ス
」
と
定
め
ら
れ
、
道
徳
教

育
・
国
民
教
育
・
知
識
技
能
の
教
育
の
三

つ
が
、
そ
の
後
約
五
〇
年
に
わ
た
り
わ
が

国
の
小
学
校
教
育
の
基
本
と
な
っ
た
。

美
濃
の
学
校
設
立

前
回
取
り
上
げ
た
明
治
五
年
か
ら
七
年

に
か
け
て
の
岐
阜
県
は
、
美
濃
国
が
江
戸

時
代
の
領
主
分
立
体
制
か
ら
脱
し
て
美
濃

全
体
を
一
県
と
し
て
成
立
し
た
段
階
で
あ

り
、
飛
騨
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
飛

騨
三
郡
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十

一
月
か
ら
岐
阜
県
に
編
入
さ
れ
る
同
九
年

（
一
八
七
六
）
八
月
ま
で
約
五
年
間
、
信

州
四
郡
と
と
も
に
筑
摩
県
に
属
し
、
松
本

に
県
庁
、
高
山
に
支
庁
が
置
か
れ
た
の
で

あ
る
。
学
制
発
布
後
、
美
濃
・
飛
騨
は
別
々

に
歩
み
を
進
め
な
が
ら
、
明
治
七
年
（
一

八
七
四
）
　
ま
で
に
美
濃
で
五
〇
〇
余
校
、

飛
騨
で
一
〇
〇
余
校
の
小
学
校
が
開
校
し

た。

幸
い
、
岐
阜
県
に
は
美
濃
郡
代
笠
松
陣

屋
文
書
と
飛
騨
郡
代
高
山
陣
屋
文
書
が
受

け
継
が
れ
て
お
り
　
（
現
在
は
岐
阜
県
歴
史

資
料
館
所
蔵
）
、
明
治
初
期
の
学
校
・
教
育

に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
美

濃
・
飛
騨
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
を
追
い
な
が

ら
、
学
制
に
よ
る
学
校
設
立
と
そ
れ
を
め

ぐ
る
地
域
の
様
子
を
見
て
い
く
こ
と
と
し

たい。岐
阜
県
で
は
、
学
制
発
布
後
、
江
戸
時

代
以
来
の
教
学
の
伝
統
を
引
く
大
垣
や
最

初
に
県
庁
が
置
か
れ
た
笠
松
で
学
校
設
立

に
向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
た
。
と
り
わ
け
、

大
垣
の
士
族
や
市
民
が
協
力
し
て
教
則
や

課
業
表
を
整
え
、
設
立
を
申
し
出
た
「
小

学
義
校
」
　
に
つ
い
て
は
、
県
も
他
の
模
範

と
な
る
と
考
え
、
明
治
五
年
十
一
月
、
文

部
省
に
設
立
何
を
提
出
し
、
同
月
中
に
認

可
さ
れ
た
。
翌
年
一
月
、
旧
大
垣
藩
校
を

校
舎
と
し
て
興
文
小
学
義
校
が
開
業
し
た

の
を
皮
切
り
に
、
美
濃
各
地
の
町
村
か
ら

続
々
と
小
学
義
校
設
立
願
が
県
に
提
出
さ

れ
、
文
部
省
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。
同
年
十
月
に
は
そ
の
数
が
五
〇
〇

余
校
に
及
ん
だ
。

県
が
取
り
入
れ
た
　
「
小
学
義
校
」
　
の
方

式
は
、
官
費
に
頼
ら
ず
、
地
域
の
有
力
者

か
ら
の
寄
付
金
や
戸
別
高
別
等
の
割
符
、

生
徒
受
業
料
を
校
費
に
充
て
る
も
の
で
、

学
校
の
設
立
維
持
の
経
費
を
民
費
に
よ
る

と
す
る
学
制
の
原
則
に
沿
う
も
の
で
あ
っ

た
。
小
学
義
校
に
つ
い
て
は
設
立
何
や
教
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則
、
課
業
表
等
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、

詳
細
を
伺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

地
域
の
積
極
的
な
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現

し
な
か
っ
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
ま
た
、

学
校
設
立
と
と
も
に
教
員
の
養
成
が
大
き

な
課
題
と
な
り
、
同
年
十
二
月
、
師
範
研

習
学
校
と
呼
ば
れ
る
教
授
所
が
旧
大
垣
藩

庁
跡
に
設
置
さ
れ
た
。

官
費
の
一
部
を
用
い
て
官
立
小
学
校
が

設
立
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
明
治
六

年
八
月
、
徳
山
村
な
ど
で
は
小
学
義
校
の

設
立
が
困
難
で
あ
る
と
し
て
官
立
の
伝
芳

舎
が
認
可
さ
れ
、
同
七
年
四
月
、
県
庁
（
同

六
年
に
今
泉
村
に
移
転
）
近
く
の
岐
阜
町

に
、
他
の
手
本
と
し
て
教
則
等
を
整
え
た

官
立
の
金
華
・
伊
奈
波
両
校
が
認
可
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
官
立
学
校
に
つ
い
て
は
開

業
伺
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
教
則
、
校
則
、

教
員
履
歴
・
給
料
、
生
徒
員
数
、
生
徒
受

業
料
、
学
校
費
用
等
が
分
か
る
。
例
え
ば
、

教
則
に
つ
い
て
金
華
・
伊
奈
波
学
校
は
「
東

京
師
範
学
校
上
下
等
小
学
教
則
ヲ
遵
守

ス
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
伝
芳
舎
は
山
間

地
域
の
た
め
「
本
則
ヲ
用
ル
能
ハ
ス
、
当

分
別
紙
略
則
ヲ
用
ユ
」
と
対
照
的
な
内
容

で
あ
っ
た
。
生
徒
受
業
料
に
つ
い
て
も
、

前
者
は
一
人
一
か
月
五
銭
と
し
た
が
、
後

者
は
「
貧
窮
の
土
地
柄
」
　
の
た
め
「
当
分

之
ヲ
欠
ク
」
（
徴
収
し
な
い
）
と
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
沿
っ
た
学
校
運
営
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

飛
騨
の
学
校
設
立

筑
摩
県
は
、
江
戸
時
代
か
ら
寺
子
屋
が

多
く
、
県
庁
所
在
地
と
な
っ
た
松
本
に
学

制
発
布
以
前
か
ら
地
域
住
民
が
郷
学
校
を

設
立
す
る
な
ど
教
育
熱
心
な
土
地
柄
で
あ

っ
た
。
教
育
を
立
県
の
指
針
と
し
、
学
校

数
や
就
学
率
の
高
さ
が
全
国
で
も
群
を
抜

い
て
い
た
。

し
か
し
、
飛
騨
に
お
け
る
近
代
的
な
学

校
は
明
治
六
年
十
二
月
、
高
山
町
に
燦
章

（
か
ん
し
ょ
う
）
学
校
が
開
業
し
た
の
が

最
初
で
あ
り
、
他
の
学
校
の
開
業
は
翌
七

年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
美
濃
に
比

べ
て
設
立
時
期
に
一
年
近
い
遅
れ
が
あ
る

の
は
、
筑
摩
県
が
松
本
周
辺
か
ら
信
州
、

飛
騨
へ
と
順
を
追
っ
て
整
備
を
進
め
た
た

め
で
あ
り
、
設
立
準
備
は
学
制
発
布
直
後

か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
な
お
、
岐
阜
県
で

は
校
費
を
官
費
に
頼
ら
な
い
義
校
方
式
を

と
っ
た
の
に
対
し
て
、
筑
摩
県
は
官
費
の

一
部
を
学
校
数
及
び
生
徒
員
数
に
応
じ
て

各
校
に
配
分
し
た
。

明
治
五
年
九
月
、
筑
摩
県
は
高
山
支
庁

に
指
令
し
て
　
「
弥
以
学
校
道
立
之
義
ハ
、

当
今
之
急
務
二
候
」
と
学
制
を
周
知
す
る

た
め
の
村
蝕
を
行
わ
せ
た
。
ま
た
、
学
区

取
締
に
加
え
、
小
学
区
ご
と
に
学
校
世
話

役
を
置
い
て
き
め
細
か
く
準
備
を
進
め
さ

せ
た
。
同
六
年
三
月
、
世
話
役
の
一
人
で

戸
長
を
兼
務
し
て
い
た
田
近
盛
域
の
提
出

し
た
学
校
設
立
見
込
書
に
は
、
飛
騨
は
未

開
で
あ
り
教
師
の
人
材
が
い
な
い
こ
と
、

学
術
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る

者
が
少
な
く
、
学
資
金
（
寄
付
金
）
を
差

し
出
す
者
も
少
な
い
こ
と
な
ど
地
域
の
課

題
を
指
摘
し
、
「
筆
算
ヲ
心
得
候
者
」
を
仮

教
師
と
す
る
よ
う
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

方
策
を
述
べ
て
い
る
。

高
山
町
の
燥
章
学
校
設
立
に
あ
た
り
、

高
山
町
か
ら
二
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
た
角
川

村
（
現
飛
騨
市
河
合
町
角
川
）
在
住
の
農

家
、
柏
木
ひ
さ
が
養
蚕
糸
績
で
貯
え
た
二

〇
円
を
献
納
し
、
賞
誉
と
し
て
木
杯
一
個

を
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
願
書
に
は
「
学
文

ハ
日
用
常
行
人
民
一
日
モ
欠
ベ
カ
ラ
サ
ル

昌
業
起
産
ノ
基
ナ
ル
事
、
始
テ
承
知
仕
、

今
般
学
校
御
創
造
ア
ル
ハ
実
二
歓
喜
雀
躍

二
堪
ヘ
ス
候
」
と
あ
り
、
同
人
が
学
制
の

趣
旨
に
共
鳴
、
感
激
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

同
校
の
学
校
設
立
何
に
よ
る
と
、
本
校

の
他
に
女
児
の
支
校
と
第
三
支
校
が
あ
り

生
徒
数
は
一
，
六
〇
〇
人
、
教
則
は
師
範

講
習
所
教
則
に
な
ら
い
、
教
師
五
人
の
う

ち
船
坂
忠
蔵
は
筑
摩
県
師
範
講
習
所
卒
の

免
状
を
も
っ
て
い
た
。
他
の
一
人
生
井
修

斎
は
、
京
都
で
修
業
し
理
学
・
医
学
を
学

ん
だ
医
者
で
、
第
二
五
大
区
長
及
び
学
区

取
締
を
も
務
め
て
い
た
。
本
格
的
な
体
裁

を
整
え
た
学
校
で
あ
り
、
設
立
時
期
も
美

濃
の
金
華
・
伊
奈
波
学
校
よ
り
早
か
っ
た

こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
就
学
率
に
は
課
題
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
同
校
の
生
徒
受
業
料
は
一
か
年

六
百
円
を
見
込
み
、
一
人
一
か
月
三
銭
程

度
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
半
分
程
度
し
か

集
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
親
た
ち

の
中
に
は
、
開
校
に
際
し
て
入
校
願
を
提

出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
旗
稽
古
の

先
生
の
方
へ
子
ど
も
を
通
わ
せ
て
い
た
者

が
十
数
名
も
い
た
。
そ
の
こ
と
を
県
が
糾

（
た
だ
）
　
し
、
学
校
へ
通
わ
せ
る
こ
と
を

誓
約
さ
せ
た
。

ま
た
学
校
隆
盛
の
た
め
、
生
徒
の
父
兄

や
養
育
者
が
時
間
を
繰
り
合
わ
せ
て
　
「
生

徒
習
業
ノ
次
第
ヲ
折
々
見
聞
」
　
（
授
業
参

観
）
す
る
よ
う
区
内
に
周
知
す
る
こ
と
が
、

区
長
か
ら
各
戸
長
に
対
し
通
達
さ
れ
た
。

燥
章
学
校
は
最
初
、
勝
久
寺
に
開
業
し

た
が
、
手
狭
な
た
め
翌
日
に
は
照
蓮
寺
に

移
転
し
た
。
明
治
七
年
二
月
以
降
、
他
の

学
校
も
相
次
い
で
開
業
し
た
が
、
そ
の
多

く
は
寺
院
や
神
社
、
民
家
な
ど
の
建
物
を

校
舎
に
利
用
し
て
い
た
。
の
ち
、
同
八
年

四
月
に
高
山
町
の
大
火
で
煤
章
学
校
の
校

舎
が
類
焼
し
、
同
年
九
月
に
筑
摩
県
権
令

永
山
盛
輝
が
飛
騨
へ
学
校
視
察
に
訪
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
新
校
舎
の
建
設
へ
と
動
き

出
し
た
。

美
濃
・
飛
騨
合
併
前
後
の
状
況

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
　
三
月
、
筑
摩

県
か
ら
文
部
省
へ
の
上
申
に
よ
る
と
、
飛

騨
三
郡
に
設
立
さ
れ
た
学
校
数
は
一
〇
五

校
で
あ
っ
た
。
同
年
一
月
調
べ
の
学
事
統

計
表
で
は
、
飛
騨
の
学
齢
人
員
↓
次
貴
下
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日
本
教
師
会

第
5
9
回
教
育
研
究
大
会

今
夏
、
岐
阜
市
で
開
催

期
日
　
令
和
元
年
八
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時

～
四
日
（
日
）
正
午

場
所
　
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
G
（
J
R
岐

阜
駅
構
内
）
二
階
　
中
研
修
室

主
題
「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

国
民
教
育
の
在
り
方
を
求
め
て
」

講
演
「
日
本
を
取
り
戻
す
教
育
」
（
仮
題

講
師
　
麗
港
大
学
特
任
教
授
　
高
橋
史
朗
先
生

講
演
「
教
育
現
場
で
大
切
な
こ
と
」

講
師
　
阪
南
大
学
教
授
　
平
山
　
弘
先
生

主
催
　
日
本
教
師
会
　
後
援
　
岐
阜
市
教
育

委
員
会
　
主
管
　
岐
阜
県
教
育
懇
話
会

令
和
時
代
最
初
の
教
育
研
究
大
会
を
、

今
夏
、
本
会
が
主
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
会
で
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
子
供
達
に
ど
の
よ

う
な
教
育
を
す
べ
き
か
が
課
題
と
な
る
。

時
あ
た
か
も
学
校
現
場
で
は
新
学
習
指
導

要
領
へ
の
移
行
が
急
で
、
小
学
校
は
来
年

か
ら
、
中
学
校
で
は
再
来
年
か
ら
全
面
実

施
と
な
る
。
今
年
は
そ
れ
に
そ
っ
た
新
し

い
教
科
書
の
採
択
が
始
ま
る
。

文
部
科
学
省
は
学
習
指
導
要
領
改
定
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
の
編
成
②
知
識
の
理
解
の
質
を
高

め
た
確
か
な
学
力
の
育
成
③
道
徳
教
育
の

充
実
、
体
験
活
動
、
健
康
教
育
の
重
視
を

あ
げ
、
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
れ
は
今
後
の
社
会
が
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
情
報
化
の
進
展
に
よ
り
、
加
速
度

的
に
変
化
す
る
と
考
え
、
そ
の
中
で
も
志

高
く
未
来
を
創
り
出
し
て
い
く
力
を
育
成

す
る
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

特
に
児
童
生
徒
の
課
題
解
決
の
力
を
高

め
る
た
め
、
授
業
に
お
い
て
　
「
主
体
的
・

対
話
的
な
深
い
学
び
」
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
、
教
科
指
導
ば
か
り
で
な
く
道
徳
の

授
業
に
お
い
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
手
法
を
勧
め
て
い
る
。

日
本
教
師
会
は
歴
史
と
伝
統
に
基
づ
く

日
本
人
の
育
成
こ
そ
教
育
の
中
核
的
な
課

題
と
考
え
、
歴
史
・
国
語
教
育
と
道
徳
教

育
を
柱
に
し
た
国
民
教
育
の
在
り
方
を
追

求
し
て
き
た
。
そ
の
観
点
か
ら
、
新
学
習

指
導
要
領
の
不
十
分
な
点
を
補
い
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
困
難
な
状
況
が
あ
っ
て
も

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き

る
日
本
人
の
育
成
を
考
え
て
い
く
。

今
回
は
、
大
阪
教
師
会
よ
り
松
尾
大
輔

教
諭
、
三
重
県
教
師
会
よ
り
溝
口
哲
志
教

諭
、
岐
阜
県
教
育
懇
話
会
か
ら
は
渡
辺
威

講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
道
徳
教
育
、
生
徒
指
導
、

教
科
指
導
で
の
主
題
に
そ
っ
た
実
践
発
表

を
予
定
し
て
い
る
。

研
究
会
で
は
こ
れ
ら
の
実
践
発
表
と
講

演
を
も
と
に
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
児

童
生
徒
の
育
成
の
在
り
方
を
協
議
す
る
。

会
員
の
多
数
の
参
加
を
期
待
し
た
い
。
H

前
頁
よ
り
ー
　
三
一
．
四
九
五
人
の
う
ち
就

学
者
は
六
．
二
五
〇
人
で
、
就
学
率
は
四

六
％
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
男
女
別
に
み
る

と
男
子
五
九
％
、
女
子
三
一
％
で
、
女
子

の
就
学
率
が
き
わ
め
て
低
か
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
上
申
書
中
に
も
「
貧
民
ノ
子
女

ヲ
学
二
就
カ
シ
ム
ル
ノ
法
」
と
の
一
項
が

あ
り
、
対
策
に
苦
慮
し
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
ま
た
、
岐
阜
県
と
の
統
合
直
前
に
飛
騨

か
ら
筑
摩
県
に
提
出
さ
れ
た
学
校
景
況
書

に
よ
る
と
、
第
二
五
大
区
で
は
燥
章
学
校

ほ
か
二
校
が
造
営
中
、
三
校
が
新
築
確
定
、

七
校
が
生
徒
の
進
歩
が
顕
著
で
あ
る
と
す

る
ほ
か
、
女
児
二
名
の
実
名
を
挙
げ
、
子

守
を
し
な
が
ら
毎
日
登
校
し
て
い
る
こ
と

を
賞
し
て
い
る
。
対
照
的
に
、
第
二
六
大

区
で
は
各
校
の
位
置
に
よ
っ
て
大
智
の
遅

鈍
が
あ
る
こ
と
や
、
教
員
の
学
力
が
薄
弱

で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
向
学
の
民
情
が
い

ま
だ
十
分
で
な
い
と
冷
静
に
分
析
し
て
い

る。

同
年
九
月
、
岐
阜
県
権
令
小
崎
利
準
が

筑
摩
県
か
ら
の
書
類
引
継
と
飛
騨
の
視
察

を
行
い
、
十
一
月
、
権
令
臨
席
の
も
と
燥

章
学
校
新
校
舎
の
開
校
式
が
行
わ
れ
た
。

美
濃
・
飛
騨
合
併
か
ら
百
四
十
三
年
、

明
治
の
先
人
達
が
教
育
に
郷
土
の
将
来
を

託
し
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
に
尽
力
し
た

姿
は
、
次
代
の
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る

上
で
大
事
な
鑑
で
あ
る
。

（
元
県
立
高
校
長
・
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
嘱
託
）

【
微
風
烈
風
】
誰
も
が
予
想
し
な
か
っ
た
新

元
号
「
令
和
」
を
、
国
民
の
多
数
が
好
意

を
も
っ
て
迎
え
た
。
そ
れ
も
若
者
達
だ
。

ま
た
去
り
ゆ
く
平
成
を
回
顧
し
て
多
く
の

人
々
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
へ
の
感
謝
を
口

に
し
て
い
る
。
こ
こ
に
日
本
の
日
本
た
る

所
以
が
あ
る
▲
元
号
の
策
定
は
昭
和
五
十

四
年
に
成
立
し
た
元
号
法
に
基
づ
き
平
成

に
な
ら
つ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
法
律
制
定

の
運
動
に
は
本
会
も
協
賛
し
た
が
、
反
対

の
大
合
唱
の
中
、
こ
の
法
律
が
成
立
し
て

い
な
か
っ
た
な
ら
…
と
の
当
時
の
危
機
感

を
思
い
起
こ
す
▲
今
回
の
出
典
は
こ
れ
ま

で
慣
例
で
あ
っ
た
漢
籍
に
代
わ
り
、
日
本

の
古
典
と
な
っ
た
。
今
や
世
界
に
唯
一
の

元
号
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
こ
に
着

眼
し
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
▲
古
来
、
朝

日
に
匂
う
山
桜
に
愛
着
を
持
っ
て
き
た
日

本
に
、
梅
と
い
う
新
し
い
樹
木
が
移
入
さ

れ
、
桜
と
共
に
こ
れ
を
愛
で
る
風
潮
が
万

葉
の
時
代
に
あ
っ
た
。
我
が
国
の
進
取
の

気
性
は
、
大
陸
文
化
の
消
化
に
加
え
て
日

本
の
文
化
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
▲

「
令
」
は
国
家
の
体
制
を
確
立
し
た
大
宝

律
令
に
、
「
和
」
は
国
是
の
在
り
方
を
示
す

大
和
に
通
ず
る
。
新
し
い
年
号
は
現
代
日

本
の
方
向
を
指
し
示
す
も
の
と
思
え
て
な

ら
な
い
▲
国
家
も
個
人
も
そ
の
理
想
を
実

現
す
る
時
が
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
本
の
日
本
た
る
国
の
在
り
方
を
国
民
共

通
の
も
の
と
し
、
力
を
合
わ
せ
て
実
現
す

る
。
一
人
ひ
と
り
の
志
が
問
わ
れ
る
。
Y


